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563　　血中サイトケラチン19フラグメント（CYFR

　A21－1）測定の臨床的検討

　辻野大二郎，加藤義郎，和田祐爾，高橋利明，中川貞介，

　鈴木敏夫，米島正博．山本雅人，大原裕康，染谷一彦

　（聖医大三内），佐々木康人（東大放）

　　サイトケラチンigフラグメント（CYFRA21－1）は

　肺癌などの癌に有用な新しい腫瘍マーカーとして期待さ

　れている．血中CYFRA21－1値の臨床的有用性を検討

　した．CYFRA21－1の測定は，ボールエルザCYFR
　A2仁1キット（シーアイエスダイアグノスティック社製

　）によった．キットは2種類のモノクロナール抗体（K

　S19－9，　BM19－21）を用いたサンドイッチイムノアッ

　セイ法である．肺癌をはじめとして，各種癌での血中C

　YFRA21－1値を測定し，同時にSCCなどの現在臨床
　で利用されている他の腫癌マーカーも測定し，その臨床

　的検討の結果を報告する．

564　　　c－PTH，p（10g．141）およびN，pTH，p（1－72）ラジ

オアッセイによる悪性疾患における血中PTHrP値の検討

末廣美津子、村上稔、　杉本佳則、大谷明宏、木谷仁昭、

福地　稔　（兵庫医大、核）

　PTHrPはHHNの主要な原因物質である。我々はPTHrPのC

端側（109－141）に特異的なRIA（Cと略）とN端側（1－72）に特

異的なIRNA（Nと略）を用い、悪性疾患患者を対象に同一

血清を測定比較した。健常人に於けるC値は15．1－38．1

叩ol／1、　N値は0．852．　6pnol／1であった。これに対し食

道癌ではC値は20．　6－951．5、N値はく0．3－9．1p皿01／1、肺癌

ではC値はく8．O－405．9叩ol／1、　N値はく0．3－7．　Opmol／1、乳

癌ではC値はく0．8－71．4叩ol／1、　N値はく0．3－1．　6pmol／1で

あった。C値とN値はr・0．854と相関し、更にN値は血清Ca

値とのみ相関し、C値は血清Ca値とCr値の両者と有意の

相関が認められた。以上C値はN値に比べ腎機能の影響を

強く受ける事が示唆された。

565　　新しく開発された腫瘍マーカー”ボールエル

ザCYFRA21－1”キットの検討
木村良子、阿多まり子、中村誠治、赤宗明久、藤井崇、

河村正、棚田修二、濱本研　　（愛媛大、放）

　最近開発された、サイトケラチンCYFRA測定キット

の検討を行った。キットの測定原理は、2種類の抗体を

使用するone－step　IRMA法で、検体必要量は200ul、所用

時間は20時間前後である。

　再現性、回収率、希釈性等のキットの信頼性はは概ね

良好であり、測定感度は1ng／mlであった。既存の腫瘍

マーカーとの異同を検討したところ、
AFp，CEA，NSE，SCC，CA125，CAlg－g，CA15．3，PSAとの交差

性は認められなかったが、TPAとの強い相関を認め、

TPAキットの固相化抗体によりCYFRA抗原は完全に吸収

された。正常人44名の血清レベルは測定感度以下であっ

た。各種悪性疾患に於ける血清レベルの報告も行う。

566　　　悪性リンパ腫患者における血清TK活性に

　ついての検討

　石川幸雄、佐藤順一　（旭川医大　放部）

　斉藤泰博、高塩哲也、菊池雄三　（旭川医大　放科）

　健常者（57例）の血清TK活性値　Mean±S．D．

　は5．00±2．02U／1であった．

　悪性リンパ腫患者47例（非ホジキン45例，ホ
　ジキン2例）の内、初診時治療前（15例）の平均は

　184．1U／1であったが、病期進行例ほど高値を示す傾向

　にあった。又、再発例で治療前（13例）及び治療後

　寛解例（8例）の平均はそれぞれ24．9U！1，5．6　U／1

　であり、臨床状態を良く反映していた。

　血清TK活性値はturaor　massを反映するマーカー

　として臨床的意義を持つことが示唆された。

567　　　悪性リンパ腫におけるチミジンキナーゼ測定

　の臨床的意義　一67Gaシンチグラフィ所見との比較一

佐藤順一、石川幸雄　　（旭川医大　放部）

　斉藤泰博、高塩哲也、菊池雄三　　（同　放科）

　　悪性リンパ腫における血中チミジンキナーゼ値（TK値）

　について、67Gaシンチグラフィ所見と比較検討を行った。

　　新鮮未治療例、特に1・II期症例ではTK値よりも6’Ga

　シンチグラフィの陽性率が高かった。

　　しかし再発例ではs7Gaシンチグラフィ、臨床所見より

　も早期に、TX値が病勢や腫瘍の状態を反映している例が

認められた。また治療効果判定の指標としてTK値が6？Ga

　シンチグラフィよりも有効な場合もみられた。

　TK値測定の、悪性リンパ腫follow　up時、および治療

　時での有用性が示唆された。

568
　の成績

胃集検における血清ペプシノーゲン1，ll（PG　I　n）

小堺加智夫，高橋秀樹，中込俊雄，高野政明，　ヨ甫慶和

津布久雅彦，木暮　喬（東邦大中放核）

佐々木康人（東大　放）

　従来より胃集検はX線間接撮影で行われ、胃がんの早

期診断に寄与している。しかし、胃早期がんの診断率を

更に向上させるには、X線間接撮影のみではすでに限界

にきている。最近、三木らにより開発されたPGI．nは、

胃粘膜の萎縮の程度を測定して、胃疾患の早期診断に有

用性が報告されている。我々は今回、胃集検にX線間接

撮影ならびにPG　I，llを測定して、　X線直接撮影，胃カメ

ラの要精検結果と対比した成績を報告する。
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